
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

安心を土台に、自分たちの力で創る「笑楽好」 

                     特別活動部 

 幌西の森に春が訪れ、草木が力強く芽吹き始めました。さて、本校

では、４月に「生活のきまり」の再確認を各教室で行いました。これは、

幌西小学校のきまりを一つ一つ改めて確認し、守ることを通じて、子ど

もたちの中に「３つの大切な力」を育みたいと考えているからです。 

 

１．安心を支えに踏み出す力 

新しい環境に飛び込んだ子どもたちは、多かれ少なかれ不安を感じ

ています。「ここではどう過ごせばいいのかな。」という戸惑いに対

し、明確な指標（きまり）があることで、子どもたちは見通しをもっ

て、行動できるようになります。共通のルールを確立することは、集

団における安心感を育み、子どもたちが自信をもって新しい活動への

一歩を踏み出すための「心の土台」となります。 

２. 他者を思いやる想像力 

例えば、「廊下は右側を静かに歩く」というきまり。これは単なる

強制ではありません。「角から誰かが飛び出してくるかもしれない」

「隣の教室では集中して勉強している友達がいる」と、相手の立場を

想像する力を育むためのものでもあるのです。ただルールを教えるだ

けでなく、「なぜこの約束があるのかな。」という問いかけを通じ、

ルールの先にある「相手への思いやり」を共有することを大切にして

います。 

３.「自分たちの学校」をつくる自治の力 

 「きまり」を守ることは、自分たちの手で学校を居心地よくしていく

「自治活動」の第一歩です。本校では、その具体的な実践として、毎月

末に「幌西AAA（ありがとう・あいさつ・あるく）」と「基本のＡ（あ

たり前にできること）」の振り返りアンケートを実施します。「進んで

挨拶ができたかな。」「廊下を静かに歩けたかな。」と自らを見つめ直

す時間は、子どもたちの意識を「守らされるルール」から「自分たちの

マナー」へと変えていく大切な契機となります。 

さらに、アンケートから見えてきた「今の幌西小学校に必要なこと」

を翌月以降の重点目標へと反映させていきます。今後、本格始動する委

員会活動とも連携し、自分たちの学校を自分たちの力で「笑楽好」に

していく力を１年間かけて大切に育ててまいります。 

４月に確認した「生活のきまり」という土台の上に、子どもたち自

身の「考え、行動する力」を１年間かけて積み上げていきたいと考え

ています。学校と家庭が手を取り合い、子どもたちが自律して成長し

ていく姿を共に見守っていければ幸いです。本年度も、本校の生活指

導へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報保護のため、掲載を控えます。 
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